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石狩JI！のカワヤツメどう漁具について

オド！時 fl{1*.佐藤 修＊

Lamprey Fish Pots Used in the Ishikari River 

Katsuaki NASHIMOTO* and Osamu SATO* 

Abstract 

Conical-shaped fiぉhpots USC《lfo1・catchinglamprey arc set along the low。rreaclws of 
lshilrnri !liver whcr旬。 tl山 la日1p1噌ygo lo hiy Lhesc egg比もhcsopots were traditionally made 

by 問。ds,but more recently they are lieing made with iron fmnrns and netting. 

The fish pots are set in礼 drainbasin of the river using a main ropれof18 m in length and 

18 mm in diameter. they arc mo01・edby a fishing anchor、.rnighing8 kg in air. thr問。rfour 
fish pots arc偽札αchcdto the m剖nrope and Lhen lowered into water. 守、heflow velo《：ityof 

the river deter・min削もhedrag force which acts on the fishing gear，札口dwhen the river is 

Hooded the fishing gear is削 metimescarr‘ied away. 

[n this research, the drng force ac七ingOllもhefish pot caused by the river's flow velocity 

W削 measuredusing actual-sized flsh pots of about 76 cm in diametDr川1d120・・1'10cm in 

length‘ A large恥sizedexperimental watBr tank of t官insymmetric‘。llipticalcircuilis was 
used for the experiment. ’l'he drag coefllcienもuas calcnlated from the drng force on the fish 
pot.s, and the breaking凶LrcngLhof rop( s川idthe fixed force of the fishing anchor were abo 

cxamrnccl. 

Hesnlts obtained are礼sfollowぉ

1) When lhc river is a.t Hood level, the flow velocity Orn七a柱、eelsthe set. posiもionof は問

fishing gear reached 100 cm/sec. ’l'he drag force of the自shinggear a打・cetedby t.he flow 
velocilう＇was I礼rgert.h川｝もhefixed force of llw f1~hing 川1chor usetl. In this ct同町 thefishing 
gem‘would probably be carried aw凡yunless the weight of the fishing anchor used is h削wicr

t.han Ii kg in air. 

2) The breaking sl判れgthof' the anchor rope, main rope and connecting rope was a.bout 

1:300 kg，‘ 1900 kg and 8GO kg respectively. Assuming七hatもheflow velocity is 100 cm/sec, the 

dr札gforce on one seL of the fishing gear ca.used by Urn flow vdocity is about 120 kg, and the 

drag force on one flsh pot is about 18 kg. As thoseくlmgforn附 arcsmaller than the breaking 

slrcngもhof ropes used‘and taking in to rnnsideration the decreased st.rength oft，］柑 ropeswith 
¥!SC円Lhc breaking stren軒thof ropes docs not appe＞げtobe‘L serious problem n,もt.hcprcscn t. ti me. 

イイ狩JII の卜·11iu或て、はJli~JIJするためにJll にj切卜．してくるカワヤツ J. Entosphe叫削 J日ponicusも：J'1ll

援するのに Illくから）fで1'1'られたどうが月jL、られてきたが1.21, .Ell干jリ工大部分が；＇／ tJでfFらhtこどう
に変わり｛削！］されている3らこの託.＼tJU；上川のがcれのdうる波紋にや手綱本f桜り， これにどうな取付け，
d!C''MTJのアンカ…をillI.、て係WIし設問している。どうはアンカ…ffii,j，つなぎ綱のL主主やどうにpf.
デーをI（付加したり，おな入れたりしてJtifl:ないろいん判然し， 19i織のぶ深に安定するように；fifi々 j

J：： を行 1よい｛リi~Jりしている。このように流れの小 して｛史｝りする ・i＇ツメどうはお fUHこJ:

Al：，古i)；立大’7・水i!["f'.fm;ff.l.只設；¥I，、おIii)')!,
(Lαboraloryザ FishingGe削・ Enginee円nq,fr'acnlt11 ~l Fishen:es, Ifoklw白lo,Uniりetsity)
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む.~,,j入・仏：i絞： カワヤツメどう i.((¥Jt

て大きな抗力がれリlJずることにたり， LU7]( lk'rには0'.4J~，Iをlfilクーする恐れがしばしば起こっている。こ

こでは流）.cの cj.1 に阪かれたどうの抗力主f渋1]5.立し，漁具の li'il/f~ ／J や｛史jねしている糾祭の強度，およ

び流れに対する安定性について検討した。

測定材料および方法

測定にはイ汗υ也1沃で燦んにIlll、られている凶 iiこ示すような代公的な総どうの災物を使用し
た。どうの大きさは直径が 7(¥.5cm，令長が 120cmで，網；iむはハイゼックス， 380d,3/6 （網糸約e

筏0.86mm), ｜ヨモ＼＇15 i刻。関！の長さ 2.2cm）が｛初刊されている。また，ここでは参考に供するた

めに，制］に7Jミすようなお狩Jllで市くから使用されていた2）代表的な茅どうについても illiJ'.ii~ した。

｛即日した茅どうの大きさは直径が 76.lcm，会長が 140cm で，平均f~（ jそが約 5.9 mmの京を 236本

使ってずド製している。測定に｝！？し、た実物の網どう，ヲがどうの大きさ，仕様について表 lに矧げる。

なお， ill~＇.；：さに探しては，何者のどうともその支まの状態では余剰浮力を1~；っているので， どうの

cjゴに鉛のIf(i？を入れて上ヒmを約 1.0に線終して行なった。抗力企測定した淡伐のjJJ!fl裂を1!612に示
す。測定は：＊！s~ の｜喧l波？！大地〈水深 l m, 1μfil 2 m, fl~（ m疎水路部分 H m）も：rn L、て行なった。；Jt)Jを計
測するための%UJf;tは観測川i1l\の i：新E!ili,J地点の水路•i＇＇うたfii）の水深 50 cmの佼位にi羽定した。そし

て，この強力引の、ら院伐が 1mmのステンレスワイヤーを 2.7m張って，その先端にどうの総合車両！

な忠実びつけどうな耳元付けた。抗力の測定は紛どう，茅どうともj［常な状態でi'AEれを受：ナる場合と

これとはil立の）:JI匂から流れをど受ける場合とのご二通りについて行なった。災教は流速を約 10cm/sec 

から 90cm／：目的のnむ関にわたって数点変化させて行ない，それぞれ流れが安定してから測定を｜対
始し，流速はぬ：i主計会使って統Jj)I. り，抗力は張）Jf:←｜な介して計測し記録した。なお， iJ!IJ~·I：の水

’l冶blc1. Specification of ffoh poいusedfor l〕resentstudy. 
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A‘nmdc by net.ling and iron frnmes ; 
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lAUiの中；fこ泣かれた網どう，；2；どうは大きな
流水抵抗を受けるが， filijおーのとうは流れな受け

る方向がy~なっても，また流れが速く；なっても

i二…！ごやtc.;:{1に振動することなく大変安定した後

事うも： 11ミし f~o 総どう， 5J:；どうについて， IAEれを

受ける…二つの）Ji!i］に分け， ／Al述と抗力とのl共11:系
企殺到！した結果を間3，間 11fこ示す。lfiJじ流i!Jiで

は，抗力は総どうよりも茅どうの）jが，また附殺のどうとも逆［ElJiぎに流れを受けた）Jが大きくな
るわ：lli•J を子氏した。 ・fiJ:世に抗力 R口、ニュートンのjほおliJlJJが）＠）日でき， Rニ1/2・cλ・ρ・S・u？とし
てがされ，！itJJ也なと。についても卜分）RJIJできることが知られている。ここで詰!IJ/Eしたどうについ

てもこれらの出係が成λ日～ずることを凶3，劉4は之氏している。なお， Oxは抗力係数，ρは水の徽皮，

S はとうの投J;~泌総であり，それぞれのどうについてはこれらの絡は， a定になるので， α＝1/2・
Cλ・ρ・Sと校き，測定した流速uとjA)JRとの間保を｝行い，それぞれのどうごとにαの組を算
出し，さらに抗力持数 Cλ を求めた＊i；栄を終JJHして衣2に；示す。流れによって受ける抗力は， tflJど
うでは）j'i(IJ によってそれほとや大きな迎いはfi'!c:，、められないが，当日どうではjJ:'ll~ と災．なる反応j方向か

らの流れな受：ナた場合にけ；約 lA的の抗力がfJ＇）りする。市くから使 rnされていた茅どうは茨 1に
も示したように，初JUJの｛必m時にはJ：： きな余梁~f'J'.力を持っており，使mに伴って茅は次第に吸水

すみので， どうの111に入れるおのl訟を加減ずるなどして，？誌に比危な制緩する必致！があったこと
がうかがわれる。従って， /AUtの状態に応じてだけ比況を剥::ii持すればl追い制どうのiJ."fJ入によって

果

36(1), IH85. 

/Mft ・1.5'Cであった。
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Fi担.2. おむhemrit.icillust.rat.ion of experimc11-

t.al app1nat11訟 forme札suringtJw drag 

force of fish pots‘ 
A, amplifier; R recorder, F, fish pot; 

L, load cell. 
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これらのJ!Xは大L、に改淡さ；／Lたものと：与えられる。また，同じ流速の条件のもとで、は，総どうは

茅どうの約0.76伐の抗力しか作用しないので， if！.＼］主主f係仰するぶからも終坊になったとまミえよ

') 0 

担訟，，ミ

どう漁具に作用する抗力とアンカーの由定力：現弘之；y;f地区で使用されている漁兵の災態に

よるとへ ・lf:.i:~3 りに｛史的しているアンカ…制i工法f予約 15 ～ 18 nun，炎3約 30m，幹綱：f主紅筏約

15～lS mm, J売さ約！Sm，つなぎUf土自径約四～15mm, J造さ 2mが｛史われており，操業時にはこ

れらの漁久ーを数紋述k~＇1＇.：的に終いで｛初日している。獄、i:(\\JUJ には， ~Jj交の幹縦にどうな 3～ •1 111>1取付け

て ｛＇！~）ねする漁業おが多い。設設する漁Jlの，，l;j端部分を除けば， イ股の漁JUヱ約8kgのプンカ…l

似で支えていることになる。これらの漁Jl、が流速 50,70, 100 cm/secの一機なおiEれを受けるものと

して，最高級およびどうに作用するーJji,t'l:JりのJ〕'i:JJな試算した結染を炎；31こ仰げる。 u:/f（時にはm
i:lf 100 cm/scむの流れを鋭祭ずることもある。このi!l~れもと受ける場合には－－ ll交~りに作用する抗力

はが＇）120 kgとなる。 ii¥l-Ylも：f:系WIするためにはこれ以上の治l定力が必3必となる。漁業用プンカーの

31 --
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北大；J: す？ 十ii 36( l ). ！！）持乃

’l¥1,hle :l. Drag force Oil Oil!' set of fishi11g w・ar lhat attaching“おh
potメ乱，.，.made by 1wtling c川JSl'dby var iりllぉflり、v、elocili州、

Fl川、 Velocity (cm/sec) 

50 70 ］（）（｝ 

Hopいお 'l(K戸） 12.:3 2'1.1 ・HU 

One fi.sh J川i (1＼軒｝ •I.I ll.G 17.5 

Fりurfish jJりi持 (K拡） ！？日 :H.:l 70‘。
Om• sc•t ''(Kg) W.!! 58.:) 119.J 

'1 Anchor rope川、 J;j111m in di川沿いIm・and:)() 111 in length used 

Mai11 rope of i品mmin dia11wtnr and 18 m in iηngth lJSt'd 

（＼山ncctingn可決為 of12 mm in diarnNN and 2 rn in length u則違d

噌〉 （！札lcnlat.edon four fish pりLsthat礼remade by nettin尽礼nd

ft .ttll何

l•liJ/j~ )Jし？、N'.iiけ切るlt('t＇’nこよって兇なるが， W立：ニプンカ v 寸ru；；：，の約 10ff＼・と ；！：＇..,{LてL、ゐ。ここ℃｛史

JI J さ；｛ lノている d.ilX~J!J アンカー約お kg のいわιJJ(:r.条fj：のたい｛沙の1r1:nで、もがj80 kgとはることが

できる。ノf, I次官Lした 100Cl!ジ開Cのl!rUL＼のc'f::f'I:1・・γごはプンカ…の｜おじi；カよりも渋＼JI、がρたけ』るJ/L)J
0) )jが大きくなむので，けいれll!jなと1こし？、i'f.itR合流矢ナる危険がノれずる。従って，；1Ui:I史J!lしてい

み8k只のアンカ より引い 12k掠以上のものをJIJL、ることが閉ましL、。なお， J〕'LJJO）試怖は漁J:l

が…燥ながtれなー受けるものとしてむなったが， j設業しているぶM~亡、 Hl/rtl1；ブi：多いJ弘子7て、も D\I貯に

U.iffj;tぷが入り.ijoんで，ほとんど流れのなL、！？ヴカペ：、さることも為る。 fitって，設il"i：したどうi,(ftJU主

流ji，によってほとんどニのJ{;tW!ViliH況で安定した後勢な｛反対L. i1干しく JAJJが小さくなる

｝，＇！，おじさjLるの℃． ここて、，；~c<,:1;,1：，した 1,•;)'.,UJU、司〈ソどのように与えらjtるが， どう

るjでのj滋波JJl%：と安定VI~.了ィラ＠：ぺ1-;,u:r, ここで；tA'r,i:した即応）J（土i'tz小限必必て、ある。
どう；魚呉に作用する抗力と綱顕の強度・ 般に正（！？ょにmL、られているおtjfjjの焼成 Tl土. 'l’ 
／（ρ2として／］、；！：＇..；h'<J＇）。T；之政HMauな（kg), Di土議ほのri'i:i子（n川〉， ／（ は材料の的対~j(こよってシj~

去る fit~放で， j九イl:{f!主主主 JIJ 行料として｛的 IJ 主れている＊ltiJ材料について｛土すでに求められている叫u K:l:'i] 

(j:、 N~Jfl 1こ 10~ しては必ずL 、ペパ、んなが2 びも：fr!！っている。 I二J1,（.二｛＝｜えって1JDl円以上約 6~li!J （ニM＜少ヘj町ゐので，

tれ！の似J1JI·.の 1J[HI立さど J与える ！＆）｛＼＇ にはこの＂＂~を： i~t：！むずる必必がある u どう i:((t) ！パニ （；｝＿；｝げされているプ

ン力·－＊j＇~，幹制｛ヱボリプ口ピレン；災で， [I~ （i引j、li':i～l8Ill！ね である。この糊の1i~lll'.t~ 試 ri•：ずると，J>,

VJ 2,200～：3,200 kgと／£り， NJIJLの1J!1U1JJ主1,:300～1,900kg と 17,l, ることがで診る。 iAG~i 100 cmhcむ

の流れによってイj交のとうぬJI，が受ける抗力：川li,iiGしたように 120kg であり， ~l1Yi］の ~Dll立によ仁絞し

て u、みかにノトさいのと＼縦 ！Iiiの •Mi）！：から見れば01·'1 に liil~必｛土 ！仁いι また， l1iJ伎につ役ぎ緋lの｛史的

f ：のす~！佼なぷめると， fl＇｛任 12 llllllのも＇，＇；］でゴ； l、8GOkg, I i':i mmの桝で1主l;300 kgとなり， （fiU:£ lOO cm/ 

問 CO)f/rtれによって l@Iのどうに作HJすみJAかけ、約 18kg であり，＊i~！J の強！なにJt1I佼して小さいの

で， ！ill.ヅj・｝jy，象右f7-; ：とても村：こ1J~l}広 I'.では 1::muはない。

どうの余剰浮力とどうの安定水深位置： JJlι盛んt::.JIJc 、られてL、る制とうは斜地と鉄れちとか
ら作られており，どうの；j(1 j 1 if( :1:: LJ：、約 2.6;)kgあるので，このままでけ、水【J:1に主主ずJことになる。そ

こで＼ソJ；去の以来に関して：j、予め；j'.f合JJY.十JvJ-c Jt •究会 l品l 終し， また｜時にはさらにどうの，, I{ニ.｛i 

k人jl♂てjt 1J！：なPJ:;JIJ然して， ！VrJVJ の A~i'~~に安定すゐようにl:J:：して｛的Iiしている。しかし，，j)l,j主主
がそffかしく大災、／1',:,,:,,;: している。ここで.il'Jftした際司i的／イにどうモ；j、約i':iOOgo〕余剰i'f)J ~J＇~ってい

た。浮f～＼＂＇！ f（りなJC1.H けゐ II寺の i~J ii"I:はどうの Tj1~心の卜j、部分，結tj どうでは r)li)j より約 75 cm J>f:ir. 

ii"ii ニJl'~H ：ナることが汗J ＇］＇しし、。 士た， f Y) ），：ぎな余栄IJf'Yカイピj＇：打、こぜ．れな人れて JI：；弘主：llJ,ij,'j i＼＇~ーす
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るJh}合には入れた行が終勤し， lE:心が変わり不安定な姿今うなとらないように， i測定することがぜ
ひ必犯で為る。除決lk］の制どうは刊かに余剰fアブJをJz'1；っているので，的；］＼rj 1では炎if1irこれ丸、てい

るが，流れを没けゐとJA力が｛ノFmし吹かjい うと；j(（~~ iで沈み安定するようになる。そこで，ど
うの余剰f'f)J5)iJ(0.5kg, l.Okg）に流速とどうが安定ナる水深位j丘（水深とのiとで］＜：.ぷ〉との関係
全係仰する縦のJ~ さ（；j(j';j~ との比で？：＜ぷ〉ごとにとらえて泌いたのがlえ15 である。なお，凶 5 の

A，日はどうi'.((tJ!JJ; 絞f.f. 流れを’?i~に受けている条件のもとて、求めたあのであり， C,D fi絞附から

1j1約までli:ii；分が入り込んでいて，流れによってどうは吹かhアンカ…綱，幹綱に抗力がほとんど

作JTILない糸例：のもとで試ねしたものである。これらの｜浅から，余剰浮力の大きさや係仰桝の長

さによって lfi~れがあってもどうは沈むことなく炎!fJiに浮いている場合も y包こることがうかがわれ

る。カワヤツメが溜としてくる水仰を予め予知しどうな！りけりjの；j（深に保つためには，？おに流れの

泌さにJ;f：；じて余剰浮j〕と総合制のj追さのお終が大変進攻：なことが分かる。ここで， ::fl狩J也氏で使

）りしているW,'U＼町内などうぬJ:J,について適用して， どうが安定する；Jq家主f試算して礼ょう。どうが
係WIさjγているJllはからは樹上の綱のJえさは，アンカ…縦約30mにどうな総合している料、縦能
分のえさ約 t～Smとがi｛＼＇綱約2m 7-バ｝JI!わった約36～110m である。が~；主 40cm/secの…イ，LなlfiU1

のもとで，~京ljf'f.カが 0.5 kg のどうな設抗した場合には，どうは水深Jヒ0.38～0.42で安定する。ま
た， lfU:;j（が1¥1）臼まで入りj入んで7’ンカー制，幹制にJ/i:)JtJ：作用しない条{11こでは， どうは水深化約

0.64～0.70で安定するものと読取れる。これ，らの線問を予め摘さ示IJJ!Jずることによって，どうな任

；むのごj(烈に係留することができょう。おわりに，資料の収集と測定に際し4多大なるご協力を奴い

た .lUflJi目tu長J!i~ !fl~公社ならびに北海道IHJ発協会のl~H系＝?'fのガ々に厚くお礼な 11:1 しi：げ主す。
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